
・ ⾼いコミュニケーション能⼒をもち、基礎的な看護実践能⼒を備えた確実な実践ができる能⼒・知識を⾝につけている者
・保健・医療・福祉に関連する専⾨職種の役割を認識し、看護専⾨職として協働性を発揮できる者
・地域社会の保健・医療・福祉に対して真摯に対応できる者
・⾃ら学び続ける能⼒をそなえた者

【知識・理解】
①基礎的な看護実践に必要な知識と理論を理解し、活⽤できる。
② 保健・医療・福祉に関する専⾨職種の役割や機能について理解できる。

【汎⽤的技能】
③あらゆる健康状態の対象に対して、通じ合えるコミュニケーションがとれる
④対象の状況に応じた対応ができる基礎的な看護実践能⼒を習得している。

【態度・志向性】
⑤ 対象者への関⼼と理解を深め、倫理観を基盤として真摯に対応できる。
⑥ 看護専⾨職として多職種と協働する姿勢を有している。
⑦ ⾃ら学び続けようとする意欲を有している。

看護学部カリキュラムマップ（2026年度カリキュラム）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
1 英語コミュニケーションⅠ ○ ○ ○ 全学教育センター移管科⽬
2 英語コミュニケーションⅡ ○ ○ ○ 全学教育センター移管科⽬
3 英語コミュニケーションⅢ ○ ○ ○ 全学教育センター移管科⽬
4 英語コミュニケーションⅣ ○ ○ ○ 全学教育センター移管科⽬
5 情報処理演習 ○ ○ 全学教育センター移管科⽬
6 健康・スポーツⅠ ○ ○ 全学教育センター移管科⽬
7 健康・スポーツⅡ ○ ○ 全学教育センター移管科⽬
8 ⽇本の歴史 ○ ○ 経済学部主開講科⽬
9 ⼼理学 ○ ○ 国際学部主開講科⽬
10 政治学 ○ ○ 経済学部主開講科⽬
11 哲学 ○ ○ 経済学部主開講科⽬
12 グローバル教養 ○ ○ 国際学部主開講科⽬
13 異⽂化理解 ○ ○ 国際学部主開講科⽬
14 法と社会（⽇本国憲法） ○ ○ 経済学部主開講科⽬
15 社会学 ○ ○ 経済学部主開講科⽬
16 ⽇本福祉⼤学の歴史と学び ○ ○ 全学教育センター科⽬
17 知多学 ○ ○ 全学教育センター科⽬
18 知多半島のふくし ○ ○ 全学教育センター科⽬
19 ヒューマンケアのための多職種連携 ○ ○ ○ 全学教育センター科⽬
20 福祉社会⼊⾨ ○ ○ ○ 全学教育センター科⽬
21 聴覚障害者の理解と⽀援 ○ ○ ○ 全学教育センター科⽬
22 ふくしとフィールドワーク ○ ○ ○ 全学教育センター科⽬
23 ふくしフィールドワーク実践 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全学教育センター科⽬
24 ふくしフィールドワーク実践 B ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全学教育センター科⽬
25 ふくしフィールドワーク実践 C ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全学教育センター科⽬
26 ふくしと減災コミュニティ ○ ○ ○ 全学教育センター科⽬
27 基礎ゼミナールⅠ 〇 〇 〇
28 基礎ゼミナールⅡ 〇 〇 〇
29 化学 ○ ○
30 ⼈間の形態と機能Ⅰ ○ ○
31 ⼈間の形態と機能Ⅱ ○ ○
32 ⽣化学 ○ ○
33 微⽣物学 ○ ○
34 ⼈間⼯学 ○ ○
35 ストレス⼼理学 ○ ○
36 ⼈間関係論 ○ ○ ○
37 病理学 ○ ○
38 疾病論（内科系） ○ ○
39 疾病論（外科系） ○ ○
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看護学部ディプロマポリシー（2026年度以降⼊学⽣）
 看護学部は、学⽣ひとりひとりが、⾃ら学び、考え、問う⼒を育み、⼈々に関⼼を抱き理解を深める感性を涵養し、個別性に対応できる看護の実践能⼒
を備え、地域社会の保健・医療・福祉に対して真摯に対応できる看護専⾨職の育成を理念としており、以下の知識および能⼒を得た者に学位を授与しま
す。

連番 区分 授業科⽬名称
ディプロマポリシー

備 考【知識・理解】 【技能】 【態度・志向性】



① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
連番 区分 授業科⽬名称

ディプロマポリシー
備 考【知識・理解】 【技能】 【態度・志向性】

40 疾病論（⼩児系） ○ ○
41 疾病論（⺟性系） ○ ○
42 疾病論（精神系） ○ ○
43 臨床薬理学 ○ ○
44 臨床検査学 ○ ○
45 臨床栄養学 ○ ○
46 健康管理学 〇 〇
47 保健⾏動論 ○ ○
48 公衆衛⽣学 ○ ○ ○
49 社会福祉学 ○ ○ ○
50 家族社会学 ○ ○
51 疫学 ○ ○
52 保健医療福祉政策論 ○ ○ ○
53 保健医療統計学 ○ ○
54 ⽼年学 ○ ○
55 看護学概論 〇 〇 〇
56 看護管理概論 〇 〇 〇
57 看護倫理 〇 〇 〇
58 看護過程演習 〇 〇 〇
59 看護技術演習Ⅰ(Aクラス／Bクラス) 〇 〇 〇 〇
60 看護技術演習Ⅱ(Aクラス／Bクラス) 〇 〇 〇 〇
61 看護技術演習Ⅲ(Aクラス／Bクラス) 〇 〇 〇 〇
62 看護技術演習Ⅳ(Aクラス／Bクラス) 〇 〇 〇 〇
63 看護技術演習Ⅴ(Aクラス／Bクラス) 〇 〇 〇 〇
64 基礎看護学実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇 〇
65 基礎看護学実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
66 成⼈看護学概論 〇 〇 〇 〇
67 成⼈慢性期看護⽅法論 〇 〇 〇 〇 〇 〇
68 成⼈急性期看護⽅法論 〇 〇 〇 〇 〇 〇
69 ⽼年看護学概論 〇 〇 〇 〇 〇
70 ⽼年看護⽅法論 〇 〇 〇 〇 〇 〇
71 ⼩児看護学概論 〇 〇 〇 〇
72 ⼩児看護⽅法論 〇 〇 〇 〇 〇 〇
73 ウィメンズヘルス看護論 〇 〇 〇 〇
74 ⺟性看護⽅法論 〇 〇 〇 〇 〇 〇
75 精神看護学概論 〇 〇 〇 〇 〇
76 精神看護⽅法論 〇 〇 〇 〇 〇 〇
77 慢性期看護学実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
78 急性期看護学実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
79 地域看護学実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
80 ⽼年看護学実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
81 ⽼年看護学実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
82 ⼩児看護学実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
83 ⺟性看護学実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
84 精神看護学実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
85 在宅看護学概論 〇 〇 〇 〇 〇
86 在宅看護⽅法論 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
87 在宅看護学実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
88 地域看護学概論 ○ ○
89 公衆衛⽣看護学概論 ○ ○
90 公衆衛⽣看護⽅法論Ⅰ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
91 看護学研究⽅法論 ○ ○ ○
92 卒業研究Ⅰ 〇 〇
93 卒業研究Ⅱ 〇 〇
94 看護統合実習 〇 〇 〇 〇
95 多職種連携論 〇 〇 〇
96 災害看護 〇 〇 〇 〇 〇
97 看護感染論 〇 〇 〇
98 看護教育論 〇 〇 〇
99 緩和ケア論 〇 〇 〇
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100 リハビリテーション看護論 〇 〇 〇
101 国際看護論 〇 〇 〇
102 家族看護学 〇 〇 〇
103 統合看護基礎技術演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
104 チーム医療連携演習 〇 〇 〇 〇 〇
105 国際保健演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
106 公衆衛⽣看護⽅法論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○
107 公衆衛⽣看護⽅法論Ⅲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
108 公衆衛⽣看護⽅法論Ⅳ ○ ○ ○ ○ ○ ○
109 公衆衛⽣看護⽅法論Ⅴ ○ ○
110 公衆衛⽣看護管理活動論Ⅰ ○ ○
111 公衆衛⽣看護管理活動論Ⅱ ○ ○
112 保健医療福祉政策論演習 ○ ○ ○ ○ ○
113 公衆衛⽣看護学実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
114 公衆衛⽣看護学実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
115 公衆衛⽣看護学実習Ⅲ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
116 看護統合演習 〇 〇


